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　いよいよ新「大山町」がスタートする。平成 15

年 1月から 2年余、合併協議会に参加した者として

は、ぜひとも成功させたいが、本当にスムーズにい

くかどうか気になるところもある。例えば、合併の

目的でもある行財政のスリム化・効率化は、本当に

大丈夫であろうか。行政への住民参加はどうであろ

うか、さらには、3町住民の一体化はどうであろう

か。などなど…。

　私は、この合併の成否は行政だけに責任があると

は思っていない。私ども住民も行政依存体質を改め、

行財政のスリム化等を念頭に責任をもって積極的に

行政に係わっていくことが必要と思う。

　そのためにも行政は、問題解決のための行動計画

を住民に示し、一体となって取り組む努力をしても

らいたい。合併してよかったと誇れるように !!

合併協議会委員

　鷲見 豪一 さん

合併を迎えて

―新町への思い―

合併協議会委員

　金田 多恵子 さん

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
名
和
町
は
、
中

山
町
・
大
山
町
と
の
合
併
に
よ
り
「
大

山
町
」
と
し
て
新
た
な
出
発
の
と
き
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
至
り
ま
す
ま
で
に
、
町
民
の

み
な
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
い
ま
名
和
町
50
年
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
29
年
に
御
来
屋
町
・
光
徳
村
・

名
和
村
・
庄
内
村
の
1
町
3
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
名
和
町
は
、
多
く
の
先

人
の
み
な
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
と

英
知
の
結
集
に
よ
り
、
幾
多
の
困
難
を

克
服
し
、
今
日
こ
う
し
て
大
き
く
発
展

を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め

て
そ
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
50
年
の
長
い
歳
月
の
中
で
、
そ

の
時
代
時
代
に
求
め
ら
れ
る
生
活
の
基

盤
や
社
会
基
盤
、
さ
ら
に
は
産
業
の
基

盤
を
整
え
る
た
め
、
そ
の
折
々
に
議
会

や
執
行
部
、
そ
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
努
力
ご
協
力
に
よ
っ
て
様
々
な
課

題
を
克
服
し
、
素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
急
速
に
進
展
す
る
少
子
高
齢

化
や
環
境
問
題
な
ど
、
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
時
と
と
も
に
変

化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
き
た
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
福

祉
施
策
、
未
来
を
確
か
な
も
の
に
す
る

た
め
の
教
育
施
策
、
町
の
活
力
を
生
み

出
す
産
業
施
策
、
人
に
優
し
く
環
境
に

優
し
い
施
策
な
ど
様
々
な
施
策
が
、
今

後
の
新
し
い
町
に
お
い
て
も
引
き
継
が

れ
、
さ
ら
な
る
発
展
飛
躍
を
遂
げ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
実
施
し
ま
し
た
町
制
施
行
50
周

年
記
念
事
業
の
加
藤
登
紀
子
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
の
中
で
、
加
藤
さ
ん
か
ら
「
町

の
名
前
が
変
わ
っ
て
も
、
名
和
の
心
は

変
わ
り
ま
せ
ん
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
名
和
町
」
と
い
う

名
前
は
な
く
な
っ
て
も
、
こ
の
町
が
私

た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
「
大
山
町
」
は
、
3
町
民
の

心
の
ふ
る
さ
と
「
大
山
」
を
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
3
町
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

ふ
ま
え
つ
つ
、
特
徴
的
な
取
り
組
み
や

そ
れ
ぞ
れ
に
育
ん
で
き
た
文
化
・
伝
統

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
町
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
光

り
輝
く
、
活
気
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
名
和
町
へ
の
感
謝
と
町

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を

願
い
な
が
ら
、
閉
町
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

名
和
町
バ
ン
ザ
イ
!

　

名
和
町
民
バ
ン
ザ
イ
!!　

「
名
和
町
」
閉
町
に
あ
た
っ
て

名
和
町
長

　

山
口 

隆
之

平
成
14
年

12
月
20
日

3
町
各
議
会
で
合
併
協
議
会
の
設
置
を
議
決

平
成
15
年

1
月
1
日

西
伯
郡
東
部
地
域
合
併
協
議
会
を
設
置

鳥
取
県
知
事
か
ら
合
併
重
点
支
援
地
域
の
指
定

1
月
6
日

西
伯
郡
東
部
地
域
合
併
協
議
会
発
足
式

1
月
29
日

第
1
回
協
議
会

4
月
6
日
『
合
併
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
開
く

4
月
8
日
『
新
町
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
に
関
す
る
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
実
施

4
月
15
日

第
1
回
『
新
町
〜
夢
づ
く
り
工
房
』

5
月
30
日

新
町
の
名
称
を
募
集

6
月
9
日
『
小
学
生
・
中
学
生
に
対
す
る
合
併
ま
ち
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
実
施

7
月
1
日
『
新
町
〜
夢
づ
く
り
工
房
』
提
言
発
表
会

平
成
16
年

1
月
27
日

第
1
回
『
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
検
討
委
員
会
』

2
月
上
旬
『
新
町
の
地
域
情
報
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』

を
実
施

5
月
10
日
『
新
町
地
域
情
報
化
に
関
す
る
提
言
書
』
を
提
出

5
月
27
日

住
民
説
明
会
を
実
施

10
月
18
日

合
併
協
定
調
印
式

各
町
議
会
で
合
併
関
連
議
案
を
議
決

10
月
27
日

県
知
事
へ
の
合
併
申
請

12
月
17
日

県
議
会
で
合
併
を
議
決

県
知
事
が
合
併
の
決
定
、
総
務
大
臣
へ
の
届
け
出

平
成
17
年

1
月
17
日

総
務
大
臣
の
告
示

1
〜
2
月

住
民
説
明
会
を
実
施

合
併
ま
で
の
あ
ゆ
み

3
月
28
日　

新
「
大
山
町
」
誕
生
!!

▲庁舎屋上から望む名和町の町並み

　ドラが鳴り響きます。

　まもなく新「大山町」丸の船出です。

　大勢の町民の夢と期待、不安と希望を乗せて。

　あっとういう間の合併協議会委員としての 2年間

でした。その間私自身たくさんのことを学び、再認

識させていただきました。

　一時大山支所庁舎の建設規模をめぐって合併がご

破算になるのではという危機もありましたが、何と

か再構築することができました。歌の一説ではあり

ませんが、「ボロは着てても心の錦…」の様に表面

より中身の問題だと思います。

　なぜ今『合併が必要だったのか』ということを、

私たち町民も行政も常に考えつつ、新しい町づくり

に努力せねばなりません。まずは 4年後の「大山町」

の姿に期待しております。

新「大山町」丸

船出のときを前に


